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５ 免許・資格
（1） 教員免許状

　教員免許状取得のために必要な履修科目は、免許状の種類により、それぞれ次
の領域からなっています。
　幼稚園・小学校教諭
　・教育職員免許法施行規則の第 66 条の６に定める科目
　・教科及び教職に関する科目
　　教科及び教職に関する科目は、以下の科目によって構成されています。

　【幼稚園】

教科及び教職に
関する科目

第２欄 領域及び保育内容の指導法に関する科目
第３欄 教育の基礎的理解に関する科目
第４欄 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
第５欄 教育実践に関する科目
第６欄 大学が独自に設定する科目

　【小学校】

教科及び教職に
関する科目

第２欄 教科及び教科の指導法に関する科目
第３欄 教育の基礎的理解に関する科目
第４欄 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
第５欄 教育実践に関する科目
第６欄 大学が独自に設定する科目

特別支援学校教諭
・特別支援教育に関する科目
特別支援学校教諭免許状取得には、小学校教諭・中学校教諭・高等学校教諭又
は幼稚園教諭の免許状の取得が条件となります。

　介護等の体験
　小学校教諭の免許状を取得する場合には、教育実習のほかに、特別支援学校及
び社会福祉施設において、最低７日間の介護等の体験が必要となります。
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　① 教育職員免許法施行規則の第 66 条の６に定める科目（共通）
教育職員免許法施行

規則の第66条の6に定める科目
法定

単位数

本学における授業科目

授業科目名 必修 選択 備考

日本国憲法 2 日本国憲法 2

体育 2

健康・スポーツ科学 2

スポーツ実技 1
選択必修

スポーツ実技（水泳） 1

外国語
コミュニケーション 2

英語① 2

２単位以上
履修

英語② 2

英語③ 2

英語コミュニケーション① 2

英語コミュニケーション② 2

英語コミュニケーション③ 2

ドイツ語① 2

ドイツ語② 2

フランス語① 2

フランス語② 2
数理、データ活用及び人工知
能に関する科目又は情報機器
の操作

2 情報リテラシー 2
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　② 幼稚園教諭一種免許状
法定単位数 第２欄 第３欄 第４欄 第５欄 第６欄

幼稚園教諭 16 10 4 7 14 ※

※第６欄の単位数には、第２欄から第５欄までの法定単位数を超えて履修した単位数を含めることができる。

第
１
欄

教科及び教職に関する科目 法定
単位数

本学における授業科目

授業科目名 必修 選択

第
２
欄

領域及び保
育内容の指
導法に関す
る科目

領域に関す
る専門的事
項

健康

16

子どもと健康 1
人間関係 子どもと人間関係 1
環境 子どもと環境 1
言葉 子どもと言葉 1
表現 子どもと表現 1

保育内容の指導法（情報機器及び
教材の活用を含む。）

保育内容総論 2
保育内容演習健康 2
保育内容演習人間関係 2
保育内容演習環境 2
保育内容演習言葉 2
保育内容演習表現 2
児童文化① 2
児童文化② 2

第
３
欄

教育の基礎
的理解に関
する科目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

教育原理 ２
教育の歴史（日本・外国） 2

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教職概論（同和教育を含む） ２

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

教育制度 2
教育法規 2
子どもと教育環境 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

発達心理学 2
教育心理学 2
学習心理学 2

特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解 特別支援教育 1

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。） カリキュラム論Ⅰ 2

第
４
欄

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）

4

教育方法・技術（情報通信技術の活
用を含む） 2

教育方法 ･ 技術演習 2
幼児理解の理論及び方法 幼児指導 2
教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教育相談 2
子育てカウンセリング 2

第
５
欄

教育実践に
関する科目

教育実習 5
教育実習指導 1
教育実習 4

教職実践演習 2 保育 ･ 教職実践演習（幼 ･ 小） 2

第
６
欄

大学が独自に設定する科目 14

教職等インターンシップ① 2
教職等インターンシップ② 2
音楽① 2
図画工作① 2
生活 2
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　③ 小学校教諭一種免許状
法定単位数 第２欄 第３欄 第４欄 第５欄 第６欄

小学校教諭 30 10 10 7 2 ※

※第６欄の単位数には、第２欄から第５欄までの法定単位数を超えて履修した単位数を含めることができる。

第
１
欄

教科及び教職に関する科目 法定
単位数

本学における授業科目

授業科目名 必修 選択

第
２
欄

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

教科に関す
る専門的事
項

国語（書写を含む。）

30

国語①（書写を含む） ２
国語② ２

社会
社会① ２
社会② ２

算数
算数① ２
算数② ２

理科
理科 ２
理科実験・観察法 １

生活 生活 ２

音楽
音楽① ２
音楽② ２

図画工作
図画工作① ２
図画工作② ２

家庭 家庭 ２

体育
体育① ２
体育② ２

外国語
小学校英語① ２
小学校英語② ２

各教科の指
導法（情報
通信技術の
活用を含
む。）

国語（書写を含む。） 国語科教育法 ２
社会 社会科教育法 ２
算数 算数科教育法 ２
理科 理科教育法 ２
生活 生活科教育法 ２
音楽 音楽科教育法 ２
図画工作 図画工作科教育法 ２
家庭 家庭科教育法 ２
体育 体育科教育法 ２
外国語 小学校英語教育法 ２
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第
１
欄

教科及び教職に関する科目 法定
単位数

本学における授業科目

授業科目名 必修 選択

第
３
欄

教育の基礎
的理解に関
する科目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

10

教育原理 ２
教育の歴史（日本・外国） 2

教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

教職概論（同和教育を含む） ２

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

教育制度 2
教育法規 2
子どもと教育環境 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

発達心理学 2
教育心理学 2
学習心理学 2

特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解 特別支援教育 1

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。）

カリキュラム論Ⅱ 2

第
４
欄

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

道徳の理論及び指導法

10

道徳教育の理論と方法 2
総合的な学習の時間の指導法 特別活動及び総合的な学習の時間の指

導法 2
特別活動の指導法
情報通信技術を活用した教育の理
論及び方法 教育方法・技術（情報通信技術の活

用を含む）※ ２

教育の方法及び技術 教育方法 ･ 技術演習※ 2
生徒指導の理論及び方法

児童指導 ２進路指導及びキャリア教育の理論
及び方法
教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

教育相談 ２

第
５
欄

教育実践に
関する科目

教育実習 5
教育実習指導 1
教育実習 4

教職実践演習 2 保育 ･ 教職実践演習（幼 ･ 小） 2
第
６
欄

大学が独自に設定する科目 2
教職等インターンシップ① 2
教職等インターンシップ② 2

 ※　「教育方法・技術（情報通信技術の活用を含む）」は『情報通信技術を活用した教育の理論及び方法』
及び『教育の方法及び技術』の内容を含む。「教育方法・技術演習」は『教育の方法及び技術』の
内容のみを含む。
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　④ 特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）
法定修得単位数 特別支援教育に関する科目

特別支援学校教諭 26

　特別支援教育に関する科目

特別支援教育に関する科目 法定
単位数

本学における授業科目

備考
授業科目名

単位数 中心となる
領域 含む領域

必修 選択

第
１
欄

特別支援教育の基礎理論に
関する科目 ２ 特別支援教育論 2

第
２
欄

特別支援教
育領域に関
する科目

心身に障害
のある幼児、
児童又は生
徒 の 心 理、
生理及び病
理に関する
科目

16

障害児の心理・生理・病理①
（知的障害） 2 知的障害者

障害児の心理・生理・病理②
（肢体不自由） 1 肢体不自由者

障害児の心理・生理・病理③
（病弱） 1 病弱者

心身に障害
のある幼児、
児童又は生
徒の教育課
程及び指導
法に関する
科目

知的障害教育① 2 知的障害者

知的障害教育② 2 知的障害者

肢体不自由教育① 2 肢体不自由者

肢体不自由教育② 2 肢体不自由者

病弱教育① 2 病弱者

病弱教育② 2 病弱者

第
３
欄

免許状に定
められるこ
ととなる特
別支援教育
領域以外の
領域に関す
る科目

心身に障害
のある幼児、
児童又は生
徒 の 心 理、
生理及び病
理に関する
科目

５

発達障害児の理解と指導（LD・
ADHD・高機能自閉症等） ２ 重複・LD

等領域 LD・ADHD

情緒障害児の理解と指導 ２ 重複・LD
等領域 自閉・情緒

重複障害児の理解と指導 ２ 重複・LD
等領域 重複・言語

聴覚・言語障害児の理解と指導 ２ 聴覚障害者
心身に障害
のある幼児、
児童又は生
徒の教育課
程及び指導
法に関する
科目

視覚障害児の理解と指導 ２ 視覚障害者

特別支援教育課題研究 ２

視覚障害者
聴覚障害者
知的障害者
肢体不自由者
病弱者

第
４
欄

心身に障害のある幼児、児
童又は生徒についての教育
実習

３
教育実習指導（特別支援教育） 1 事前・

事後指導

教育実習（特別支援教育） 2
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　本学における開講科目の中心となる領域の単位数
　○	 視覚障害者に関する教育の領域 :
	 ２単位 / ８単位（心理等：０単位 /１単位、教育課程等：０単位 /２単位、
	 心理・教育課程等：２単位）

　○	 聴覚障害者に関する教育の領域 :
	 ２単位 /８単位（心理等：０単位 /１単位、教育課程等：０単位 /２単位、
	 心理・教育課程等：２単位）
　○	 知的障害者に関する教育の領域 :
	 ６単位 /４単位（心理等：２単位 /１単位、教育課程等：４単位 /２単位、
	 心理・教育課程等：０単位）

　○	 肢体不自由者に関する教育の領域 :
	 ５単位 /４単位（心理等：１単位 /１単位、教育課程等：４単位 /２単位、
	 心理・教育課程等：０単位）

　○	 病弱者に関する教育の領域 :
	 ５単位 /４単位（心理等：１単位 /１単位、教育課程等：４単位 /２単位、
	 心理・教育課程等：０単位）

　⑤ 教員免許状の申請
教員免許状の申請方法には一括申請と個人申請の２種類があります。一括申請
は申請者に代わり大学が申請を行うもので、神奈川県教育委員会に申請します。
個人申請は申請者の住民票住所地のある都道府県教育委員会に申請します。

　　教員免許状申請に要する費用（昨年度参考）
　　　教員免許状 1種類につき、申請手数料　……………………3,300 円　
　　　　　　　　　　　　　　　	証明書発行手数料　	………	700 円


